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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 17年 12月 9日 (2005.12.9)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】  
　 マ グ ネ ト ロ ン ス パ ッ タ リ ン グ 法 に よ り 基 板 上 に 光 学 薄 膜 を 形 成 す る 光 学 薄 膜 の 製 造 装 置
に お い て 、 第 １ の タ 一 ゲ ッ ト を 配 設 す る た め の 第 １ の 電 極 と 、 前 記 第 １ の タ ー ゲ ッ ト と は
異 な る 第 ２ の タ ー ゲ ッ ト を 配 設 す る た め の 第 ２ の 電 極 と 、 前 記 基 板 と 前 記 第 １ の 電 極 と の
間 に 設 け ら れ 、 前 記 第 １ の タ ー ゲ ッ ト に 起 因 す る ス パ ッ タ 粒 子 の 前 記 基 板 へ の 到 達 量 を 調
整 す る 第 １ の シ ャ ッ タ と 、 前 記 基 板 と 前 記 第 ２ の 電 極 と の 間 に 設 け ら れ 、 前 記 第 ２ の タ ー
ゲ ッ ト に 起 因 す る ス パ ッ タ 粒 子 の 前 記 基 板 へ の 到 達 量 を 調 整 す る 第 ２ の シ ャ ッ タ と 、 を 有
す る こ と を 特 徴 と す る 光 学 薄 膜 の 製 造 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 マ グ ネ ト ロ ン ス パ ッ タ リ ン グ 法 を 使 用 し た 光 学 薄 膜 の 製 造 方 法 に お い て 、 第 １ の 電 極 に
第 １ の タ 一 ゲ ッ ト を 配 設 し 、 第 ２ の 電 極 に 第 １ の タ 一 ゲ ッ ト と は 異 な る 第 ２ の タ ー ゲ ッ ト
を 配 設 し 、 前 記 基 板 と 前 記 第 １ の 電 極 と の 間 に 設 け た 第 １ の シ ャ ッ タ の 開 口 面 積 を 調 節 す
る こ と に よ り 、 第 １ の タ ー ゲ ッ ト に 起 因 す る ス パ ッ タ 粒 子 の 前 記 基 板 へ の 到 達 量 を 調 節 し
、 前 記 基 板 と 前 記 第 ２ の 電 極 と の 間 に 設 け た 第 ２ の シ ャ ッ タ の 開 口 面 積 を 調 節 す る こ と に
よ り 、 第 ２ の タ ー ゲ ッ ト に 起 因 す る ス パ ッ タ 粒 子 の 前 記 基 板 へ の 到 達 量 を 調 節 し て 、 前 記
基 板 上 に 所 望 の 屈 折 率 の 光 学 薄 膜 を 製 造 す る こ と を 特 徴 と す る 光 学 薄 膜 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 成 膜 中 に 前 記 第 １ 、 第 ２ の シ ャ ッ タ の 開 口 面 積 を 連 続 的 に 変 化 さ せ る こ と に よ り 、 屈 折
率 を 厚 さ 方 向 に 連 続 的 に 変 化 さ せ た 光 学 薄 膜 を 製 造 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ 記 載 の
光 学 薄 膜 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 第 １ 及 び 前 記 第 ２ の シ ャ ッ タ は 、 そ れ ぞ れ 、 ２ 枚 の 板 で 構 成 さ れ 、 前 記 第 １ 及 び 前
記 第 ２ の シ ャ ッ タ を 移 動 さ せ る 駆 動 制 御 機 構 を 備 え て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記
載 の 光 学 薄 膜 の 製 造 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 第 １ 及 び 前 記 第 ２ の シ ャ ッ タ は 、 そ れ ぞ れ 、 前 記 ２ 枚 の 板 の 間 の 距 離 を ０ に す る こ



【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ［ 実 施 の 形 態 １ ］ 以 下 に 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ を 、 成 膜 系 全 体 を 示 す 図 １ 、 シ ャ ッ タ 機
構 を 拡 大 し た 図 ２ 、 成 膜 系 の 一 部 を 拡 大 し 斜 視 し た を 用 い て 説 明 す る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 前 記 第 １ の 電 力 源 １ ０ は 、 工 業 周 波 数 １ ３ ． ６ ５ Ｍ Ｈ ｚ で Ｒ Ｆ （ Ｒ ａ ｄ ｉ ｏ Ｆ ｒ ｅ ｑ ｕ
ｅ ｎ ｃ ｙ ） 電 力 を 印 加 す る Ｒ Ｆ 電 力 源 と 、 電 力 を 効 率 よ １ の マ グ ネ ト ロ ン ス パ ッ タ 電
極 ４ に 供 給 す る た め の オ ー ト マ ッ チ ン グ 部 か ら な る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ４ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ４ １ 】
　 （ Ａ ） に 示 す よ う に 、 前 記 長 方 形 の 板 ２ ３ の 角 度 位 置 が ス パ ッ タ 粒 子 の 飛 散 方 向 ２
９ と 平 行 （ 間 隔 ａ ） で あ れ ば 、 ス パ ッ タ リ ン グ タ ー ゲ ッ ト ６ の 基 板 ホ ル ダ １ ６ に 対 す る 開
口 面 積 が 最 大 と な り 、 ス パ ッ タ リ ン グ タ ー ゲ ッ ト ６ に お い て ス パ ッ タ リ ン グ さ れ た ス パ ッ
タ 粒 子 は 最 も 多 く 成 膜 基 板 １ ７ に 到 達 す る 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ４ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 ま た 、 （ Ｂ ） に 示 す よ う に 、 前 記 長 方 形 の 板 ２ ２ が 隣 り の 板 ２ ２ と 重 な る 位 置 の 場
合 に は 、 前 記 開 口 面 積 は ゼ ロ と な り 、 ス パ ッ タ リ ン グ タ ー ゲ ッ ト ６ に お い て ス パ ッ タ リ ン
グ さ れ た ス パ ッ タ 粒 子 は 全 く 成 膜 基 板 １ ７ に 到 達 し な い 。
【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ４ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 （ Ｃ ） に 示 す よ う な 中 間 位 置 （ 板 ２ ３ 同 士 の 間 隔 ｂ ） に お い て は 、 前 記 長 方 形 の 板
２ ３ の 角 度 に よ っ て 前 記 開 口 面 積 を 変 化 さ せ る こ と が 可 能 と な り 、 前 記 長 方 形 の 板 ２ ３ の
角 度 位 置 を 変 え る こ と に よ り 、 ス パ ッ タ リ ン グ タ ー ゲ ッ ト ６ に お い て ス パ ッ タ さ れ た ス パ
ッ タ 粒 子 が 成 膜 基 板 １ ７ に 到 達 す る 量 を 調 節 す る こ と が で き る 。
【 手 続 補 正 ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
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と が 可 能 で あ る よ う に 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ に 記 載 の 光 学 薄 膜 の 製 造
装 置 。
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【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ５ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 ガ ス 圧 力 が 安 定 す る ま で １ ０ 秒 間 待 っ た 後 、 シ ャ ッ タ 機 構 ２ １ 、 ２ ２ を 操 作 し て 、 前 記
シ ャ ッ タ 機 構 ２ １ 、 ２ ２ の 長 方 形 の 板 ２ ３ の 角 度 を 変 え て 成 膜 基 板 １ ７ へ の 成 膜 を 開 始 す
る 。 成 膜 中 に お い て は 、 基 板 ホ ル ダ １ ７ を 一 定 速 度 で 回 転 駆 動 す る 。 成 膜 を ３ 分 間 行 っ た
後 、 前 記 第 １ 、 第 ２ の 電 力 源 １ ０ 、 １ １ か ら 前 記 第 １ 、 第 ２ の マ グ ネ ト ロ ン ス パ ッ タ 電 極
４ 、 ５ に 供 給 す 電 力 を ゼ ロ と し て 、 成 膜 を 終 了 す る 。
【 手 続 補 正 ８ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ６ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 最 初 に 前 記 シ ャ ッ タ 機 構 ３ ０ 、 ３ １ の 動 作 を 、 図 １ ０ 、 図 １ １ を 参 照 し て 一 方 の シ ャ ッ
タ 機 構 ３ ０ を 例 に と っ 明 す る 。
【 手 続 補 正 ９ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ８ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ８ ４ 】
　 図 １ ４ に 示 す 光 学 薄 膜 の 製 造 装 置 の 成 膜 系 は 、 成 膜 系 を 内 部 に 含 む 一 般 に カ ル ー セ ル 型
ス パ ッ タ リ ン グ 装 置 と 称 さ れ る 真 空 槽 と 、 真 空 槽 に 取 り 付 け ら れ た 第 １ の マ グ ネ
ト ロ ン ス パ ッ タ 電 極 ３ ５ と 、 真 空 槽 に 取 り 付 け ら れ た 第 ２ の マ グ ネ ト ロ ン ス パ ッ タ 電
極 ３ ６ と 、 図 示 し な い ガ ス 供 給 系 に よ り 流 量 制 御 さ れ な が ら 供 給 さ れ る ス パ ッ タ ガ ス で あ
る ア ル ゴ ン ガ ス を 矢 印 ４ １ の 方 向 か ら 前 記 第 １ の ス パ ッ タ リ ン グ タ ー ゲ ッ ト ３ ７ 近 傍 に 導
入 す る 配 管 ３ ９ と 、 図 示 し な い ガ ス 供 給 系 に よ り 流 量 制 御 さ れ な が ら 供 給 さ れ る ア ル ゴ ン
ガ ス を 矢 印 ４ ２ の 方 向 か ら 前 記 第 の ス パ ッ タ リ ン グ タ ー ゲ ッ ト 近 傍 に 導 入 す る 配 管
４ ０ と 、 図 示 し な い ガ ス 供 給 系 に よ り 流 量 制 御 さ れ な が ら 供 給 さ れ る を 矢 印 ４ ４
の 方 向 か ら 前 記 真 空 槽 ３ ４ 内 に 導 入 す る 配 管 ４ ３ と 、 図 示 し な い 成 膜 基 板 を 保 持 す る 基 板
ホ ル ダ ４ ５ と 、 前 記 第 １ の マ グ ネ ト ロ ン ス パ ッ タ 電 極 ３ ５ に 付 属 す る シ ャ ッ タ 機 構 ４ ７ と
、 前 記 第 ２ の マ グ ネ ト ロ ン ス パ ッ タ 電 極 ３ ６ に 付 属 す る シ ャ ッ タ 機 構 ４ ８ と を 具 備 し て い
る 。
【 手 続 補 正 １ ０ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ８ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ８ ５ 】
　 前 記 真 空 槽 は 、 図 示 し な い 真 空 排 気 系 に よ り 内 部 を 真 空 と す る こ と が で き よ う に
な っ て い る 。
【 手 続 補 正 １ １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ８ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ８ ６ 】
　 前 記 第 １ の マ グ ネ ト ロ ン ス パ ッ タ 電 極 ３ ５ に 対 し て は 、 Ｂ ド ー プ Ｓ ｉ （ ５ イ ン チ × ２ ０
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イ ン チ × ６ ． ３ ５ ｍ ｍ ｔ ） の 第 １ の ス パ ッ タ リ ン グ タ ー ゲ ッ ト ３ ７ が 取 り 付 け ら れ 、 真 空
槽 外 に 配 置 し た 図 示 し な い 第 １ の 電 力 源 が 図 示 し な い 電 力 導 入 配 線 を 介 し て 接 続 さ れ
て い る 。
【 手 続 補 正 １ ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ １ ０ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ １ ０ ０ 】
　 次 に 、 前 記 配 管 ４ ３ か ら 基 板 ホ ル ダ ４ ５ に 向 け て の 酸 素 ガ ス ４ 導 入 を 開 始 す る 。 こ
こ で 、 シ ャ ッ タ 機 構 ４ ７ 、 ４ ８ を 図 示 し な い 駆 動 制 御 機 構 に よ り 動 作 さ せ て 、 そ れ ぞ れ 所
望 の 開 口 面 積 に 制 御 す る こ と で 、 所 望 の 屈 折 率 を 持 つ 薄 膜 を 得 る こ と が で き る 。
【 手 続 補 正 １ ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ １ １ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ １ １ ８ 】
　 付 記 ２ 記 載 の よ う に 、 ス パ ッ タ リ ン グ タ ー ゲ ッ ト 材 に 金 属 ま た は 半 導 体 を 用 い る こ と は
、 金 属 又 は 半 導 体 は ス パ ッ タ 率 が 大 き い こ と か ら 、 成 膜 速 度 を 速 め で 有 効 で あ る 。

(4) JP 2000-178728 A5 2006.2.2

３ ４

４ を

る 上
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